
特別研究員（地域連携型）とは

• 各都道府県から派遣され、国立特別支援教育総合研究所に１
年間勤務しながら、研究所が行う研究に参画します。

• 研究課題に関連する地域の情報を研究チームに提供します。
• 研究課題に関連した各地域の課題を解決するための研究を行いま
す。

• 資質向上を図るために研究所の専門研修講義を聴講したり、研
修会等に参加して情報収集を行ったりします。

お問い合せ先：研究企画部 金子・横尾・平沼
TEL 046-839-6887・6842 E-mail  v-jt-suishin@nise.go.jp

（参考資料２）

・ 教育委員会、教育センターで特別支援教育に関わる職員
・ 幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等の
教員
以上の方々で、研究所職員と共に研究し、各地域の課題研究を行う資質の

ある方が対象です。

申請対象は？

どんなことをするの？

どんなメリットがあるの？

• 研究遂行能力が身に付きます。
• 特別支援教育に関する最先端の情報を得ることができます。

派遣教育委員会の役割

• 特別研究員（地域連携型）の活動内容を把握し、地域の情報収
集や研究所の研究課題に関連した地域課題研究実施の支援を行
います。

• 申請する研究課題の研究協力機関となります。
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